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新
城
市
は
、
愛
知
県
東
部
に
位
置

し
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
戦
国
時

代
の
面
影
を
残
す
史
跡
等
ロ
マ
ン
あ
ふ

れ
る
魅
力
的
な
エ
リ
ア
で
す
。
ま
た
、

ラ
リ
ー
や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
、
自
転
車

レ
ー
ス
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
多
彩
な
魅

力
を
放
っ
て
お
り
、
新
東
名
新
城
Ｉ
Ｃ

の
開
通
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

◆
も
っ
く
る
新
城

　

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
に

は
、
新
城
Ｉ
Ｃ
と
新
城
バ
イ
パ
ス
の
結

節
点
に
「
奥
三
河
観
光
ハ
ブ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
地
域
の
魅
力
を
発

信
す
る
と
と
も
に
人
の
集
う
施
設
を
目

指
し
、
道
の
駅
「
も
っ
く
る
新
城
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

◆
名
称
の
由
来

　
「
も
っ
く
る
」
と
は
、
木
材
・
来
る

の
意
味
で
、
温
も
り
を
感
じ
る
木
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
地
元
住
民
が
集
い

交
流
す
る
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
の
拠
点

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
見
所
（
グ
ル
メ
・
足
湯
な
ど
）

　
「
も
っ
く
る
新
城
」
の
グ
ル
メ
と
し

て
は
、
標
高
一
〇
〇
〇
㍍
の
高
原
野
菜

な
ど
旬
の
野
菜
を
活
用
し
た
バ
イ
キ
ン

グ
メ
ニ
ュ
ー
や
、
愛
知
県
民
の
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
五
平
餅
、
地
域
の
獣
害
対
策
に

一
役
買
っ
た
ジ
ビ
エ
を
活
用
し
た
ラ
ー

メ
ン
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
等
が
楽
し
め

ま
す
。

　

な
お
、
敷
地
内
で
は
開
湯
一
三
〇
〇

年
の
歴
史
を
持
つ
湯
谷
温
泉
の
お
湯
を

使
用
し
た
足
湯
も
楽
し
め
、
ゆ
っ
く
り

と
寛
げ
ま
す
。
ま
た
、
館
内
中
央
に
は

薪
ス
ト
ー
ブ
が
備
え
ら
れ
、
冬
で
も
暖

か
く
快
適
に
過
ご
せ
ま
す
。

◆�

新
城
Ｉ
Ｃ
か
ら
一
時
退
出
で
立
寄

り
可
能

　
「
も
っ
く
る
新
城
」
で
は
、
平
成

二
十
九
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
、
高
速

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
賢
く
使
う
取
組

の
一
環
と
し
て
、
高
速
道
路
か
ら
の
一

時
退
出
を
可
能
と
す
る
「
賢
い
料
金
」

の
試
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・０
搭
載

車
を
対
象
に
、
道
の
駅
「
も
っ
く
る
新

城
」
に
立
ち
寄
り
、
新
城
Ｉ
Ｃ
か
ら
退

出
一
時
間
以
内
に
、
新
城
Ｉ
Ｃ
か
ら
再

合
流
す
れ
ば
、
高
速
道
路
を
降
り
ず
に

利
用
し
た
場
合
と
同
じ
料
金
に
調
整
さ

れ
る
実
験
で
、
広
域
的
な
利
用
者
増
加

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
道
の
駅
「
も
っ
く
る

新
城
」
は
、
地
域
の
情
報
や
魅
力
を
発

信
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
も
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
一
度
お
立
ち
寄

り
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま

す
。
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